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二
十
五
年
ご
と
に
行
わ
れ

る
通
常
聖
年
を
過
ご
す
私
た

ち
は
、
主
の
恵
み
に
信
頼

し
、
人
生
の
軌
跡
を
見
つ
め

直
す
機
会
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
二
〇
二
四
年
の
十

二
月
二
十
九
日
か
ら
開
幕
し

た
聖
年
も
二
〇
二
五
年
十
二

月
二
十
八
日
で
閉
じ
ら
れ
ま

す(

バ
チ
カ
ン
で
は
十
二
月
二

十
四
日
か
ら
二
〇
二
六
年
一

月
六
日
ま
で)

。
こ
の
聖
年
で

は
、
巡
礼
に
招
か
れ
て
お

り
、
私
た
ち
の
教
会
も
巡
礼

教
会
と
し
て
指
定
さ
れ
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
巡

礼
地
と
し
て
、
人
々
の
道
し

る
べ
と
し
て
の
使
命
を
帯
び

た
私
た
ち
は
、
自
分
自
身
と

共
同
体(

教
会)

と
の
関
係
を

見
つ
め
な
お
す
こ
と
と
、
神

様
へ
の
回
心
を
強
め
、
信
仰

を
育
む
恵
み
に
与
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。 

 

人
生
に
は
、
乗
り
越
え
る

べ
き
試
練
が
や
っ
て
き
ま

す
。
特
に
若
い
時
に
経
験
す

る
試
練
と
ど
う
向
き
合
う
か

に
よ
り
、
今
後
の
人
生
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。 

 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
、
二

〇
二
一
年
の
「
王
で
あ
る
キ
リ

ス
ト
の
祭
日
」
に
、「
若
者
よ
、

あ
な
た
に
言
う
。
起
き
な
さ
い
」

(

ル
カ
七
章
十
四
節)

と
み
言

葉
を
通
し
て
、
若
者
た
ち
に
試

練
の
中
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
る
力
と
勇
気
、
そ
し

て
希
望
と
連
帯
が
若
者
た
ち

に
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
「
起

き
上
が
り
な
さ
い
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
読
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
二
〇
一
九
年
に
来
日
し

た
時
に
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
で

行
わ
れ
た
「
青
年
の
集
い
」
の

中
で
、「
若
者
と
は
、
友
情
を
は

ぐ
く
み
、
他
の
人
を
気
に
か
け
、

異
な
る
経
験
や
見
方
を
尊
重

し
、
こ
れ
ら
を
実
現
し
て
い
く

特
別
な
感
性
が
あ
る
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
が
生
き
る
上
で
、
重

要
な
こ
と
は
、
自
分
が
何
を
手

に
し
た
か
で
は
な
く
、
そ
れ
を

誰
と
共
有
す
る
か
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
、
人
と

の
距
離
が
広
が
る
中
で
、
そ
れ

で
も
、
私
た
ち
は
、
手
を
取
り

合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、

一
人
の
自
立
し
た
大
人
へ
と

成
長
し
、
他
者
の
持
つ
豊
か
さ

を
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。 

 

秋号 

 
聖
年
の
歩
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主
任
司
祭 

パ
ウ
ロ 

野 

口 

邦 

大 
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二
〇
二
五
年
七
月
二
十
八

日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
ロ
ー

マ
で
行
わ
れ
た
「
青
年
の
祝
祭
」

で
は
、
次
世
代
を
担
う
青
年
た

ち
の
力
強
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
教
皇
レ
オ
一

四
世
は
、「
人
生
の
充
足
は
、
受

け
入
れ
る
こ
と
と
分
か
ち
合

う
こ
と
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
名
の
も
と
に
、
自
ら
の
信
仰

へ
の
道
を
巡
礼
に
重
ね
合
わ

せ
て
、
自
ら
の
信
仰
を
強
く
保

つ
こ
と
に
意
味
を
見
出
し
、
た

と
え
自
分
の
夢
を
実
現
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
悲
観

に
陥
っ
た
り
、
正
義
と
平
和
の

た
め
に
戦
う
こ
と
に
限
界
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
イ

エ
ス
様
が
、
い
つ
も
共
に
い
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
信
じ
、
突
き

進
ん
で
い
け
ば
、
そ
こ
に
希
望

と
未
来
が
あ
る
ん
だ
と
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
て
、
過
去
に
捉
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
勇
気
を
持
ち

起
き
上
が
り
未
来
を
紡
い
で

い
く
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
、
人

生
に
お
け
る
最
大
の
喜
び
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち

が
行
う
一
つ
一
つ
の
出
来
事

に
、
主
の
恵
み
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
を
願
い
、
信
仰
の
歩
み
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。  

 

シ
ノ
ド
ス
的
教
会
の
歩
み

と
霊
的
な
交
わ
り
を
！
と
大

島
教
会
訪
問
が
行
わ
れ
た
の

は
三
月
二
十
二
（
土
）
か
ら
二

十
三
（
日
）
で
し
た
。
天
気
も

良
く
、
い
い
船
旅
が
出
来
る
と

期
待
し
て
竹
芝
に
向
か
い
ま

し
た
。
到
着
し
た
ら
ジ
ェ
ッ
ト

船
欠
航
と
の
事
。
参
加
者
全
員

が
っ
か
り
で
す
。
幹
事
の
松
本

さ
ん
の
説
明
を
聞
き
、
話
し
合

い
の
結
果
、
夜
の
大
型
船
で
行

く
こ
と
に
決
定
。
土
曜
日
は
み

ん
な
で
教
会
巡
礼
し
よ
う
と

云
う
こ
と
に
な
り
、
聖
年
の
巡

礼
教
会
で
一
番
遠
い
五
井
教

会
を
目
指
す
こ
と
に
。
浦
野
神

父
様
は
カ
テ
ド
ラ
ル
に
車
を

取
り
に
、
そ
の
間
に
元
気
な
人

は
電
車
で
出
発
。
五
井
教
会
で

全
員
揃
い
ミ
サ
に
与
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
行
動
で
し

た
。
小
湊
鉄
道
教
会
巡
礼
は
神

父
様
の
車
グ
ル
ー
プ
と
電
車

グ
ル
ー
プ
、
私
は
電
車
で
西
千

葉
教
会
と
築
地
教
会
を
廻
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ

毎
に
夕
食
を
済
ま
せ
て
竹
芝

に
集
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
毎
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
、
私
た
ち
四
人
も

電
車
と
徒
歩
で
教
会
を
巡
り
、

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を
取
っ
た

り
、
夕
食
を
一
緒
に
し
て
、
分

か
ち
合
い
の
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

竹
芝
に
つ
い
た
ら
、
又
ま
た
大

変
な
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。
こ

の
旅
行
を
お
世
話
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
松
本
さ
ん
の
発

熱
で
す
。
こ
の
ま
ま
続
け
る
こ

大
島
教
会
訪
問 
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と
は
で
き
な
い
と
離
脱
、
ま
と

め
役
は
小
平
教
会
の
田
川
さ

ん
に
引
き
継
が
れ
、
十
時
三
十

分
大
型
船
に
乗
り
込
み
、
翌
朝

六
時
大
島
着
。
レ
ン
タ
カ
ー
と

大
島
の
平
塚
さ
ん
の
ご
主
人

の
車
で
島
内
観
光
。
十
時
、
大

島
教
会
で
ミ
サ
、
こ
の
ツ
ア
ー

の
メ
イ
ン
で
す
。
ミ
サ
は
人
数

が
多
い
の
で
、
聖
堂
で
は
な
く

ホ
ー
ル
で
し
た
。
丁
度
、
横
浜

の
方
か
ら
来
て
い
た
カ
ブ
ス

カ
ウ
ト
関
係
の
親
子 

三
家
族

も
一
緒
で
す
。
ミ
サ
の
中
で
自

己
紹
介
し
な
が
ら
の
、
心
あ
た

た
ま
る
ミ
サ
で
し
た
。
そ
の
後
、

交
流
・
食
事
と
続
き
、
大
島
滞

在
九
時
間
余
り
、
忙
し
い
旅
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん

の
分
か
ち
合
い
と
お
恵
み
を

い
た
だ
き
、
幸
せ
な
旅
と
な
り

ま
し
た
。 

ジ
ェ
ッ
ト
船
欠
航
と
い
う
ハ

プ
ニ
ン
グ
の
お
陰
で
聖
年
の

教
会
巡
礼
と
大
島
教
会
訪
問

の
二
つ
の
霊
的
交
わ
り
と
わ

か
ち
合
い
、
浦
野
神
父
様
と
大

島
教
会
の
皆
さ
ん
に
は
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
神

様
の
愛
を
実
感
す
る
旅
で
し

た
。
感
謝
で
す
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

長
谷
川 

慶
子 

 

 

※
写
真
と
案
内
は
教
区
㏋
よ
り
参
照
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

東
京
教
区
で
近
く
て
遠
い
の
が
、
こ
こ

大
島
教
会
で
す
。
伊
豆
諸
島
、
小
笠
原

諸
島
で
建
物
と
し
て
の
教
会
は
伊
豆
大

島
に
あ
る
こ
の
教
会
だ
け
で
す
。
現
在

は
、
教
区
本
部
事
務
局
か
ら
月
に
一
度

司
祭
を
派
遣
し
て
ミ
サ
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。 

「
せ
せ
ら
ぎ
」
は
イ
エ
ズ

ス
会
主
催
の
個
人
の
霊
性
を

深
め
る
た
め
の
黙
想
会
で

す
。
教
会
内
に
掲
示
し
て
い

る
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
に
、
東

京
教
区
四
教
会
、
横
浜
教
区

七
教
会
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
全
員
が
、
個
別

に
、
養
成
を
受
け
た
司
祭
、

修
道
者
、
信
徒
と
対
話
出
来

る
時
間
が
午
前
と
午
後
の
二

回
あ
り
、
昼
食
時
に
は
「
食

べ
る
瞑
想
」
も
あ
り
ま
す
。

祈
り
の
方
法
を
色
々
と
教
え

て
も
ら
え
ま
す
。 

 
 

 
 

普
段
の
生
活
を
送
る
な
か

で
、
他
教
会
に
行
か
な
く
て

も
「
祈
り
」
を
体
験
出
来
る

す
ば
ら
し
い
機
会
で
す
。
是

非
体
験
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

清
瀬
教
会
で
の
開
催
は
今
年

で
も
二
十
六
年
目
に
入
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
年
三
回
の

開
催
で
す
。
そ
の
う
ち
一
回

は
国
民
の
休
日
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
仕
事
を
お
持
ち

の
方
も
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
次
回
は
十
一
月
二
十
四

日
（
月
祝
）
の
開
催
で
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

ま
た
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ

る
方
も
募
集
し
て
お
り
ま

す
。 

 
 

 
 

宮
田
和
子 

「
せ
せ
ら
ぎ
」
に
つ
い
て 



4 
 

二
〇
二
五
年
九
月
一
日
付
、

清
瀬
・
秋
津
両
教
会
の
協
力
司

祭
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
ド
ゥ

カ
ヤ
グ
・
ア
ー
ジ
ー
神
父
様 

フ
ィ
リ
ピ
ン
のA

b
r
a

ご
出
身
、

ご
霊
名
は
幼
き
イ
エ
ス
の
聖

テ
レ
ジ
ア 

一
九
九
四
年
九
月
一
日
生
ま

れ
の
三
十
一
歳 

二
〇
二
三
年
七
月
十
九
日
叙

階
、
来
日
さ
れ
た
の
は
二
〇
二

十
四
年
十
月
三
一
日
で
、
そ
の

後
南
山
大
学
で
日
本
語
を
勉

強
さ
れ
ち
ょ
う
ど
一
年
で
す
。 

清
瀬
、
秋
津
両
教
会
に
神
様
か

ら
の
大
き
な
恵
と
な
り
ま
し

た
。
神
父
様
が
日
本
の
生
活
に

慣
れ
、
ま
た
、
ご
健
康
に
恵
ま

れ
、
私
た
ち
の
導
き
手
と
な
ら

れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
次
号
で
は
、
神
父
様
か

ら
も
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
乞
う
ご
期
待
！
！ 

 

【
受
洗
・
堅
信
】
二
〇
二
五
年

復
活
祭 

マ
リ
ア
小
島 

美
沙
さ
ん
（
九

地
区
） 

ヨ
セ
フ
桑
原 

健
一
朗
さ
ん

（
十
地
区
） 

マ
リ
ア 

カ
タ
リ
ナ 

 
 

 

前
田 

さ
ゆ
り
さ
ん 

（
四
地
区
） 

エ
リ
ザ
ベ
ト
林 

日
向
さ
ん

（
五
地
区
） 

【
転
出
】 

テ
レ
ジ
ア 

黒
住 

亜
矢
子

さ
ん
（
麹
町
教
会
へ
） 

【
転
入
】 

ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス

コ 

高
松 

尚
志
さ
ん
（
八
地
区
へ
） 

ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ナ
北
村 

文
恵

さ
ん
（
六
地
区
へ
） 

【
帰
天
】 

マ
テ
オ･

フ
ラ
ン
シ
ス
コ 

鈴

木 

保
さ
ん 

（
二
〇
二
五
年
四
月
） 

ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス 

 

大
久
保 

忍
さ
ん 

（
二
〇
二
五
年
六
月
） 

ル
カ 

高
田 

利
哉
さ
ん 

（
二
〇
二
五
年
六
月
） 

 
 
 

テ

レ
ジ
ア
榎
本 

嘉
子
さ
ん
（
二

〇
二
五
年
七
月
） 

  

 

 

 

よ
う
こ
そ 

ド
ゥ
ッ
ク
ス
神
父
様 

清
瀬
教
会
信
徒
動
向 

二
〇
二
五
年
四
月
～
八
月 

洗礼式                  初聖体 

編集後記  寄稿いただい

た皆様、ありがとうござい

ました。頂いた原稿の期間

が大きく開いてしまい、半

年くらいの出来事の掲載

になりましたことをお詫

びします。次号はクリスマ

ス・新年号になります。

Pablo  丸山                                                                                         


